
 

 

 

原油が 3 日続伸、金は横ばい 

21 日の国内商品先物市場で、原油は 3日続伸した。20 日発表の週間の米新規失業保

険申請件数が前週から減少し、米景気が底堅いとの見方から原油需要が伸び悩むとの

懸念が後退した。中国当局による景気刺激策に対する期待が広がっているとの観測も

あった。 

金は横ばい。来週は日米欧の中央銀行の政策決定会合があり、結果を見極めたいとし

て取引を積極的に手掛ける雰囲気に欠けた。日中は一進一退で推移する場面が目立っ

た。 

以下は主な商品（中心限月）の清算値。 

・金        8874円   横ばい 

・白金       4288円   14 円安 

・原油     6 万 7500円  1110 円高 

・ゴム（RSS）  200.1 円   0.3 円高 

・トウモロコシ 4 万 1290円  1310 円安 
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※単位は金と白金が 1 グラム、原油が 1キロリットル、ゴムが 1キログラム、トウモ

ロコシが 1 トン。原油は東京商品取引所、それ以外は大阪取引所での取引。 
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貿易黒字転換、持続力に危うさ 中国向け輸出減少続く 

財務省が 20 日に発表した 6 月の貿易収支は 23カ月ぶりに黒字になった。資源価格の

高騰が一服して輸入が減ったのが主因だ。輸出も伸びが続いたものの、中国向けが 1

割減少するなど不安材料もある。利上げが続く米国経済の先行きも見通せず、黒字の

持続力には危うさが残る。 

6 月の輸入は 8 兆 7010億円と前年同月比 12.9%減った。主因は原油、石炭、液化天

然ガス（LNG）などの減少だ。こうした品目を含めた鉱物性燃料は 33.2%減り 1兆

8572 億円だった。輸入の単価が前年同月と比べて円建てで 25%、ドル建てで

29.8%下がったのが大きい。 

輸出は 8兆 7440 億円と 1.5%伸びた。増加は 28 カ月連続となる。 

黒字が続くかは見通せない。6 月は 5 月の大型連休に輸出が減る反動で輸出額が増え

やすく、黒字になりやすい。 

輸出増をけん引するのは自動車だ。49.7%増の 1 兆 5677 億円と過去最高で米国向け

は 6 割近い伸びだ。もっとも前年の反動増の部分は大きい。2022 年は新型コロナウ
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イルス禍で中国や東南アジアで部品生産が滞り、半導体も世界的に不足した事情があ

る。 

自動車を除けば減少が目立つ。半導体等製造装置は 17.7%、半導体等電子部品は

10.7%のマイナスとなった。半導体は好不況の波が大きく、世界景気の先行指標とも

言える。 

 

輸出全体は額でみると増加したが数量でみると 4.8%のマイナスだった。中国への輸

出が鈍い。輸出額は 11%減少して 1 兆 5183 億円と 7 カ月連続のマイナスだった。 



1〜6 月をみても中国は 8.6%減の 8兆 1411 億円だった。半期では 6 期ぶりの減少

だ。不動産市場の低迷などで景気が失速し、4〜6 月の国内総生産（GDP）は実質で前

年同期比 6.3%増にとどまった。 

中国向けの半導体製造装置の輸出の数量は 6 月単月、1〜6月ともに 3 割以上減っ

た。米国は 22 年 10 月に経済安全保障の観点から中国への先端半導体の技術や製造装

置の輸出を厳しく制限しており「影響が日本の輸出に及んでいる」（伊藤忠総研の石

川誠上席主任研究員）との見方がある。 

足元では日米の金融政策の違いから円安傾向が続く。円安なら国内でつくったモノを

海外で安く売りやすいが最近は円安効果も薄れている。近年、日本企業が生産拠点を

海外に移してきたからだ。 

不安要因は米国経済だ。米国はインフレ抑制のための利上げを続けている。第一生命

経済研究所の大柴千智氏は「好調な自動車輸出が下支えしているが金融引き締めで景

気が減速する懸念もある。輸出の伸びは緩やかにとどまる可能性がある」と指摘す

る。 
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ガソリン 174 円、1 年ぶり高値 原油高と補助縮小が響く 

資源エネルギー庁が 20日発表したレギュラーガソリンの店頭価格（全国平均、18日時点）は前

週と比べ 0.7円高の 1 リットル 174円と、1年 1 カ月ぶりの高値をつけた。値上がりは 9週連続

で、22年の補助金導入後で最長となる。足元の原油価格の上昇にくわえ、補助金の段階的な縮

小が影響した。9月末に補助金は終了予定で、さらなる高値も予想される。 

政府はインフレ対策で 22年 1月から石油元売りなどに補助金を支給している。6月から算定方

式を見直したことで、補助金は前年比で減っている。13日から 19日までの補助額はガソリン 1 リッ

トルあたり 10.4円だった。原油価格が 1バレル 100 ドル前後の高値をつけた昨年 6〜7月ごろに

は 40円前後を補助していた。補助金が少なくなった分、ガソリン価格は上がりやすい。 
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足元で原油価格が上がっていることも要因だ。原油のアジア市場の指標となる中東産ドバイ原油は

13日に 1バレル 80 ドルを突破し、4月 26日以来、2 カ月ぶりの高値をつけた。足元も 79 ドル

台と高水準が続く。 

政府の補助金は 9月末で終了する予定だ。単純に 18日時点のガソリン価格から補助金を差し

引くと 1 リットル当たり 184.4円となる。 

原油価格は産油国のサウジアラビアとロシアによる自主減産の影響を受け、上昇圧力が高まってい

る。補助金の終了も重なれば、ガソリン価格の高止まりが続くとの見方は多い。 

「ガソリン値上がりの要因は補助金縮小に加え、円安・ドル高による輸入コスト増、給油所の電気

代高騰など運営費用の増加も重なっている。利益確保に苦しむ給油所が価格転嫁をやめるとは考

えにくい」（市場関係者）との声も聞かれる。 

資源エネルギー庁によると、24日時点のガソリン価格は補助金がなければ 185.1円とさらに値上

がりする想定だ。抑制の目標とする 168円との差 17.1円に補助率 60%を乗じた 10.2円が

20日から 1週間の補助額となる。 
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脱酸素プロジェクト事業化段階へ 
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原油 CIF 2 ヵ月ぶり下落 
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燃料油脂新聞社 

 


